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ｂ
視
野

一
オ
ノ
デ
ン

（
札
幌
市
中
央

区
（
小
野
寺
省
吾
社
長
）
が
、

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
に
取
り

組
む
姿
勢
は
明
解
だ
。

「あ
く

ま
で
も
、
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
、
エ

ネ
チ
ャ
「
ジ
シ
ス
テ
ム
の
エ
ア

コ
ン
、
Ｉ
Ｈ
ク
ツ
キ
ン
グ
ヒ
ー

タ
ー
を
提
案
商
品
の
メ
ー
ン
に

そ
の
延
長
線
上
に
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
が
あ
る
」
と

い
う
も
の
一
そ
の
根
底
に
は
、

Ｌ
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
も
家

電
の

一
部
」
と
捉
え
て
い
る
こ

と
に
あ
る
。

‐５
年
前
か
ら
太
陽
光

オ
ー
ル
電
化
と
い
う
言
葉
が

一
般
的
で
は
な
い
１５
年
ほ
ど

太陽光発電

累
積
施
工
・７００
棟
摯
朧鮒動

軒酔
υ
謝
信
頼
と
技
術
で
勝
負

テ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
社
は
、
二

つ
の
大
き
な
エ
ポ

ツ
ク
が
あ
る

と
い
う
ｏ
技
術

エ
ポ
ッ
ク
と
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
エ
ポ

ツ
ク
。

ま
ず
技
術

エ
ポ

ッ
ク
か
ら
。

リ
ア
ル
タ
イ
ム

・
ス
ペ
ク
ト
ラ

前
、
電
気
温
水
器
、
Ｉ
Ｈ
ク
ツ

キ
ン
グ
ヒ
ー
タ
ー
、
食
器
洗
い

乾
燥
機
な
ど
を
中
心
に
、
電
力

会
社
の
深
夜
電
力
割
引
制
度
を

説
明
し
、
販
売
に
力
を
注
い
で

い
た
。
そ
の
時
に
、
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
に
出
会

っ
た
。

「補
助
金
制
度
も
今
よ
り
上
積

み
が
あ
り
、
い
ろ
い
ろ
計
算
し

て
み
る
と
、
随
分
と
得
な
こ
と

が
分
か
っ
た
」
と
取
り
組
み
を

始
め
た
。

自
ら
営
業
や
施
工
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
勉
強
、

「随
分
と
太
陽
光

に
の
め
り
込
ん
だ
」
と
い
う
よ

う
に
ヽ
自
ら
習
得
し
た
ノ
ウ
ハ

ウ
を
、
要
望
が
あ
っ
た
リ
フ
オ

ー
ム
関
連
業
者
に
も
提
供
し
、

累
積
施
工
戸
数
は
７
０
０
棟
余

８９
年
に
ベ
ー
ス
バ
ン
ド
の
み

の
計
測
に
限
定
し
た
初
の
Ｒ
Ｔ

Ｓ
Ａ
を
開
発
、
注
目
を
集
め

た
。
コ
ン
セ
プ
ト
の
斬
新
さ
か

ら

「ど
の
よ
う
な
用
途
で
使
用

り
に
も
な

っ
た
。　
一
方
で
、
そ

れ
ら
の
業
者
が
利
益
に
走
り
、

施
工
不
良
を
生
む
現
場
を
幾
度

と
な
く
見

て

、

一
線
を
画
し

た
。自

社
施
工
に
こ
だ
わ
り
、
そ

の
中

で
屋
根
に
穴
を
開
け
な

い
、
強
風
に
強
い
、
揺
れ
が
な

い
な
ど
、
北
海
道
の
無
落
雪
住

宅
の
屋
根
に
最
適
な

「
Ａ
ト
ラ

ス
架
台
」
を
独
自
開
発
．
既
に

７
年
ほ
ど
の
実
績
を
持
つ
が
、

昨
年
、
知
人
の
勧
め
で
実
用
新

案
権
を
受
け
た
。

「別
に
独
占

し
よ
う
と
は
思
っ
て
い
な
い
。

北
海
道
の
気
侯
に
適
し
た
架
台

が
安
い
料
金
で
広
ま
れ
ば
」
と

話
し
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
瑕
疵

補
償
制
度
の
認
定
な
ど
も
視
野

「日剛例団掛副日□囲口園馴固□
　
輌珊惚簿型腱

る
舞
い
が
よ
り
複
雑
に
な
り
、

そ
れ
に
よ

っ
て
従
来
の
掃
引
型

の
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム

・
ア
ナ
ラ
イ

ザ
で
は
必
ず
測
定
の
限
界
が
来

る
と
確
信
し
、
Ｒ
Ｆ
の
測
定
が

に
入
れ
て
い
る
。

現
在
は
、
札
幌
市
を
中
心
に

道
央
圏
の
都
市
を
商
圏
に
、
年

間
２０
棟
ほ
ど
。

「気
温
が
下
が

れ
ば
作
業
も
煩
雑
に
な

る
」

と
、
施
工
期
間
は
４
月
か
ら
Ｈ

月
に
限
定
。

「
家
と
同
じ
よ
う

に
２。
年

、
３０
年
持

つ
の
が
基

本
。
将
来
的
に
建
物
全
体
を
テ

ン
ト
で
被
う
な
ど
し
て
、
養
生

し
な
が
ら
の
施
工
も
や

っ
て
み

ト
ラ
ム

・
ア
ナ
ラ
イ
ザ

ヘ
の
進

化
に
大
き
く
貢
献
し
た
と
自
負

し
て
い
る
。

次
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
エ
ポ
ツ

ク
と
し
て
は
、
０７
年
Ｈ
月
、
ダ

ナ

ハ
ー
グ
ル
ー
プ
に
な

っ
た
こ

”
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月
か
ら
当
面
は
月
産
５０
万
個
の

規
模

で
量
産

を
予
定
し
て
い

る
。
　

　

　

．

バ
ッ
テ
リ
駆
動
の
モ
バ
イ
ル

機
器
や
小
型
Ｏ
Ａ
機
器
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
各
種
家
電
製
品

´
ミ
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這
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デ
‘
Ｆ

オ
ノ
デ
ン
（札
幌
市
中
央
区
）

」

小
野
寺
　
省
吾
社
長

た
い
」
と
話
す
。

顧
客
の
紹
介
で
受
注

受
注
の
多
く
は
、
顧
客
か
ら

の
紹
介
が
多
く
、

「訪
販
業
者

の
勧
誘
が
多
く
て
困
っ
て
い
る

人
が
多
い
。
あ
せ
ら
ず
、
じ
つ

く
り
考
え
て
か
ら
で
も
遅
く
な

い
」
と
、
時
流
に
流
さ
れ
る
こ

と
を
諭
す
こ
と
も
。

「
街
の
電
器
店
が
や
る
仕

事
。
信
頼
が
な
け
れ
ば
成
り
立

っ
て
い
か
な
い
。
こ
れ
か
ら

は
、
燃
料
電
池
や
電
気
自
動
車

な
ど
、
玄
関
先
か
ら
発
電
し
て

と
い
う
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
も
出

て
く
る
。
全
て
家
電
か
ら
の
延

長
線
」
と
話
し
、

「
エ
コ
キ
ュ

ー
ト
や
Ｉ
Ｈ
な
ど
に
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
で
未
来
は
開
け

る
」
。

長
年
、
オ
ト
ル
電
化
や
、
太

陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
に
携
わ
っ

て
き
た
経
験
か
ら
、

「着
実
に

や

っ
て
い
く
こ
と
が

一
番
大

切
」
と
話
す
一

昨
年
、
パ
ナ
ソ
ニ
ツ
ク
の
道

内
３
店
目
の

「
テ
レ
ビ
＆
オ
ー

ル
電
化

ハ
ウ
ス
」

、
さ
ら
に

は

、
ほ
く

で
ん
サ
■
ビ
ス
の

「
エ
コ
電
化
協
力
店
」
に
も
認

定
さ
れ
、
施
工
部
隊
６
人
を
持
一

つ
オ
ノ
デ
シ

，
ｔま
、
信
頼
と
施
工
一

技
術
で
勝
負
す
る
。

（札
幌
）
一
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一
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く
男
層
Ｌ
く
す
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庭
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と
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一
ル
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札幌市を中心に道央圏が商圏のオノデン

独自開発したAトラス架台の施工例 :


